
　第14回全日本チアダンス選手権、

第12回全日本学生チアダンス選手

権は11月29日、東京・千駄ヶ谷の東

京体育館で行われた。

　演技順はPOM部門大学編成の

最後。中大Ｇ・Ｇ24選手は満面の笑

みをたたえながら足を高くあげる、開

脚ジャンプ（トータッチ）も高い位置

だ。ピーンと伸ばした右足先をひざの

位置まで上げて体を回す「フェッテ」

チアダンスPOM部門の学生

日本一に中央大学ソングリー

ディング部（チーム名ガーネッ

ト・ガールズ＝G・Ｇ）が３年連

続優勝した。昨年同大会の得

点を上回る成長を見せた。

部門V３は大会史上タイ記録。

でも安定した技術力と体力を見せ

た。

  魅せる個人技、表現力豊かなポン

ポン、うならせるチームの協調性。危

なげない内容で規定時間（２分30秒

以内）を終えた。場内から大きな拍手

が沸き起こる。ホッとする彼女たち。

昨年大会から、わずか２分半のため

に、部員それぞれが自己犠牲した多

くの時間を練習に費やしてきた。

　大会運営上、演技終了後すぐに

結果は出ない。高校、大学、一般で

計11部門の種目が行われる。結果

発表は全種目終了まで待たねばなら

なかった。

　約３時間半後の午後５時25分、

「優勝はエントリーナンバー38番…」。

中央大学の優勝だと分かるとＧ・Ｇは

体をぶつけ合って喜んだ。のちに分

かった得点は9 0 . 8 8点。昨年の

87.50点を上回った。２位との点差も

昨年の2.0から2.38へ広がった。

　「目標が89点でした」と中村磨生

子・前部長（商３）は驚いた表情だ。

90点と高い評価をした審査員が２人

いた。「このまま突っ走れ」とは大会

関係者。

　チーム内には「発表まで足がガク

ガクした」と心配の声が上がった。し

かし結果発表後は「夢のＶ３で～

す。90点なんて夢のようだよね」と、

Ｖ３を意味する３本指を示した笑顔

が並ぶ。

　「私は端か後ろで踊ることが多

かったけど、それで下級生と親しくな

れた。Ｖ３はみんなで乗り越えた１年

の成果だと思います」とは深瀬希さ

ん（法３）。この試合を最後に現役引

退となる。チームのどのポジションにい

ても、チームのためにと思い続ける。

思いはほかの部員も同じだ。強い個

人が集合体になって、Ｇ・Ｇはスキの

ない強いチームになっていく。

　３連覇は大会タイ記録。チアダンス

で桜美林大が2006

年からＶ３を成し遂

げた。毎年メンバー

が入れ替わる学生

競技で連覇は難し

い。中大は椎木萌

絵新部長（法２）の

もと新メンバーで大

会新記録の４連覇

に挑む。

中央大学ソングリーディング部
全日本学生チアダンス選手権POM部門

「夢のV３」達成

大会ステージに登場したG・Gメンバー

見事なスコーピオンで会場を沸かせた
田代晶子さん（商1）

演技の８割はポンポンを使用し、
シャープで力強いアームモーショ
ン、同調性溢れるダンス、ポンポン
の手具としての視覚的効果を取り
入れる。チームとしての正確さや
均一性、一体感が重視され、視覚
的効果（フォーメーションチェンジ
や連続性、高低差）を取り入れた
創造性溢れる振付構成が求めら
れる＝大会パンフレット。

もっと りたい知
■競技ガイド  POM部門

日野紗和さん（経3）はチームNO.1の柔軟性を持つ

中大
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そうだったの！？

と疑問符を付け、それなりの付き合

いとなる。社会人は公式な席で間

違いを正してはくれない。

　「こちらでお待ちしてください」。こ

の言葉に違和感を覚えたら“敬語

通”だ。気になった人は72.6％で前

回比6.6Ｐ増。正しくは「こちらでお

待ちになってください」

　敬語の使い方は難しいが、「今後

とも敬語は必要」「ある程度必要」

と思う人は98％で、前回より1.9Ｐ増

えている。言葉が乱れているといわ

れるなか、敬語への意識は高い。

　最後にもう一つ出題。「とんでもご

ざいません」は当然のように聞こえ

るが、厳密には間違いだという。「と

んでもないことでございます」が本

来の言い方。『とんでもない』が一つ

の言葉なので、「ない」を「ございま

せん」には置き換えられない。＜この

稿、日経おとなのOFF＞。

　敬語はやっぱり難しい。

　文化庁の最新調査で、誤った言

い方とされるのが「どうぞいただいて

ください」である。

　気になると答えた人は74.7％で

前回調査（2003年度）より7.9ポイン

ト（Ｐ）増えている。正解は「どうぞ召

し上がってください」

　学生時代は、互いに学生でだれ

も気にしないだろうが、社会人にな

るとそうはいかない。言われた相手

（取引先、お客さま）は「この人は？」

言葉や国語について考えるこの欄は、文化庁の「国語に関する世論調査」などを参考にしている。

第 13 回

どうぞいただいてください




